[image: image5.wmf] 


[image: image6.wmf] 


[image: image7.wmf][image: image8.png]



[image: image9.wmf]
[image: image10.wmf][image: image11.png]



[image: image12.wmf]医療者用

パス


かかりつけ医：

緊急連絡先：
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連携病院緊急連絡先：

電話番号：
担当医：
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パスってなあに？

当院で治療を受けたあなたを、今後お近くの　連携医（かかりつけ医）と当院との両方で連絡を取り合い、標準治療の継続とわかりやすい　定期通院をおこなっていくために作られた一連の書式（パス）です。

[image: image18.wmf]パス＝Pathはもともと「小道」という意味で、今後の治療方針を指し示した「道」です。これからのがんとの闘いの中で、道をはずれて深い森の中をさまよわないための道しるべと考えてください。
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パスの実際

医療者用のパスと患者さん用のパスがあります。どちらにも　今後の治療や通院スケジュールの表が入っています。このスケジュールに従って各病院、医院へ通院していただきます。また、この患者さん用パスには「データ記入用紙」が入っています。病院医師も連携医も、そのデータをもとに診療を続けていきます。どちらに通院する場合でも、この患者さん用パスを忘れずに持参してください。
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パスの利点
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当院への頻繁な通院が不要となり、通院の不便さや外来での　長い待ち時間から開放されます。また、複数の主治医によるサポートを受けられる長所が生まれます。
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がんってどんな病気？
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体の中の細胞が何らかの異常を起こした結果生じる　病気のことを言います。このがん細胞は、生体内の　　バランスを無視して増殖を続け、正常組織の働き　　を阻害したり、血流やリンパの流れ
に乗って肝、肺、脳、骨などの重要臓器に転移してその働きを低下させ、　放置すれば生命を脅かすことになる病気です。

[image: image39.wmf][image: image40.wmf]一口にがんと言っても・・・

[image: image41.wmf][image: image42.wmf]同じ臓器にできたがんでも、きわめてゆっくり発育するものから進行の早いものまで、いろいろな種類があります。発生した臓器によっても性質が異なり、手術治療が有効なもの、抗がん剤がよく効くもの、放射線に感受性があるものなどさまざまです。あなたの病気に最も適した治療法を選択することが重要です。

[image: image43.wmf]
[image: image44.wmf]がんとうまく付き合っていくためには？

[image: image45.wmf][image: image46.wmf]まずは、予防が大切です。次に重要なのは早期発見で、適切な治療でほぼ完治します。予防や早期発見が叶わなかった場合でも、それぞれのがんに適した治療を行い、継続した経過観察　（通常は５年間）をおこなうことで充分に　病気に太刀打ちできます。また、完治を望めないような場合でも、適切な治療を継続することによりがんと共存しながら日常生活を　過ごしていくことが可能です。
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発想を変えましょう！
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がんという診断は、あなたにとって悪い知らせでしかありません。ひどくショックを受けたのではないでしょうか。でも、私たち命あるものには、いつか必ず死が訪れます。がんに罹ったことも特別に不幸なことではありません。大事なことはこの病気と闘い、あるいはうまく付き合って天寿をまっとうするように努力することです。あなたやご家族が病気と向き合い、苦痛のない生活が送れるように、私たち医療機関がお手伝いさせていただきます。あなたも強い　意志を持って病気と立ち向かってください。
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皮膚感覚の異常

手術後半年から１年くらいは、手術のときに皮膚の下にある神経を切断したために、皮膚の感覚が鈍くなります。また、肺の体積が減ったために、肋骨が内側に締め付けられ、手術した側に「厚い本を脇にはさんだような」とか「板がはいっているみたいな」という表現をされる違和感を持つ方がおられます。このような異常感覚が完全になくなるには時間がかかるようです（個人差があります）。症状がひどい場合は薬の助けを借りましょう。主治医にご相談ください。
[image: image54.wmf]創部の鈍痛（慢性疼痛）

通常、術後一ヶ月ほどで定期的な痛み止めの内服薬は不要になってきます。痛みを感じることが少なくなってきたら、少しずつ鎮痛剤の内服回数を減らしていきましょう。しかし、痛みの感じ方には個人差がありますので、無理をして減らす必要はありません。多くの場合、痛み止めとして非ステロイド系鎮痛剤（または坐薬）が処方されていると思いますが、過剰の投与で胃・十二指腸潰瘍をきたすことがあります。主治医もしくはかかりつけ医と相談しながら内服してください。

手術では肋骨のまわりを切っているために肋間神経が傷ついていて、冷えたり疲れたりすると、手術からかなり時間がたっていても痛むことがあります。再発ではないかと心配される方が多いのですが、多くの場合違います。まずは屯用の痛み止めを内服して対応して下さい。痛み止めが手元にない場合には、市販の鎮痛剤でもかまいません。痛みが持続する際には、主治医もしくは、かかりつけ医に相談をしてください。なかには、痛みが慢性的に続く方もおられます。半年以上経過しても、痛みが軽減してこない場合には、担当医と相談の上、痛みの専門医（ペインクリニック）に相談しましょう。

[image: image55.wmf]痛みの訴えは積極的に！

温泉もいいですよ！
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日常生活の制限

基本的に日常生活の制限はありません。ただし、とっさの動作が術後一ヶ月ほどはできないことがありますので、車の運転は控えたほうがよいでしょう。仕事への復帰は、その種類により異なりますので担当医と相談してください。

飲酒に関しては、術後早期には傷の痛みを強くする可能性がありますが、特に制限はありません。飲み過ぎないように心がけてください。

喫煙は絶対にやめましょう。禁煙が難しいと感じる場合には、たとえ肺がんになったとしても、喫煙したい気持ちは続くといわれ、一人での禁煙は難しいものです。悩まずに、遠慮なく担当医に相談してください。禁煙外来やニコチン補充療法などのサポートがあります。
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[image: image59.wmf]化学療法とは？

抗がん剤治療のことです。以下の２種類があります。

１．補助化学療法
手術後、再発の可能性が高いステージの人に行うもので、不確実ながんの存在に対する治療、いわば予防的な抗がん剤治療です。
２．進行、再発がんに対する化学療法

手術の適応がない場合、手術で取り切れなかった場合、術後に再発した場合など、明らかながんの存在に対する治療です。

[image: image60.wmf]
　肺がんの補助化学療法の歴史

以前は術後補助化学療法を行うことによって予後が改善されるというはっきりした根拠がなかったため、術後補助化学療法は積極的に行われませんでした。

しかし、最近になって海外でシスプラチンとビノレルビン、カルボプラチンとタキソールによる術後補助化学療法によって予後が改善されるというデータが発表されました。
また、日本ではユーエフティによる術後補助化学療法を行うことによって予後が改善されるというデータが発表されました。

	報告年
	試験名
	対象病期
	化学療法

	2003
	IALT
	Ⅰ～ⅢA
	プラチナベース併用療法

	2004
	JBR.10 
	ⅠB～Ⅱ
	シスプラチン＋ビノレルビン

	2004
	JLCRGⅠ
	Ⅰ
	UFT

	[image: image61.wmf]2005
	ANITA
	ⅠB～ⅢA
	シスプラチン＋ビノレルビン


日本では手術後にユーエフティで治療を行った場合と治療を行わなかった場合との比較する試験が行われました。手術後の生存率は下のグラフのようになり、抗癌剤で治療を行った場合の予後が改善されるということが示されました。
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服用方法

＊ＵＦＴ－Ｅ顆粒（100mg, 150mg, 200mg）あるいはＵＦＴカプセル（100mg, 200mg）を決められた量だけ一日２回服用。（250mg/m２/日）

· 毎日服用します。休薬はありません。これを2年間続けます。

· 飲み忘れた場合は、飲み忘れた分をとばして次の分から飲んで下さい。

· 患者さまの状況に応じて投与量を少し減らしたり，副作用の状況から休薬期間をもうける場合もあります。
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費用について

· UFT
（カプセル）


4週間（1か月）

2年間（96週）

300mg
薬価
24,847円
薬価
596,333円


3割負担
7,454円
3割負担
178,900円

400mg
薬価
33,130円
薬価
795,110円


3割負担
9,939円
3割負担
238,533円

· UFTE顆粒



4週間（1か月）

2年間（96週）

300mg
薬価
31,378円
薬価
753,077円


3割負担
9,413円
3割負担
225,923円

400mg
薬価
 418,38円
薬価
1,004,102円


3割負担
12,551円
3割負担
301,231円
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作用について[image: image70.png]



ユーエフティーはがん細胞の増殖を抑え小さくする作用を持っていて, ２種類の成分 が入っています。
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おもな副作用には白血球減少、貧血、血小板減少、下痢、口内炎、

おもな副作用には白血球減少、貧血、血小板減少、色素沈着、発疹、間質性肺炎などがあります。治療を開始した直後に出現する副作用や、数ヶ月間治療を継続して出現する副作用もあり、副作用の出現は人さまざまです。また自覚症状の乏しい副作用もあります。そのため治療中は定期的に血液検査などをおこない、異常がないかどうかを注意深く調べます。
[image: image75.png]


以下に出現の可能性のある副作用・曰常生活の注意について記載します。副作用の初期症状を理解して、症状が出現した時に落ち着いて対処するために、また早期の段階で発見し迅速な　対処ができるように、副作用に関して理解しておく　ことは大切です。
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白血球減少
○ 症状
白血球の数が少なくなると体の抵抗力が落ち、風邪などの感染症にかかりやすくなります。　

○ 発生する頻度
白血球減少として、治療を受けた方の40％（重い症状は10％）
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食欲不振・吐き気
○ 症状
[image: image80.png]


食欲が落ちたり、吐き気が現れたりすることがあります。しかし、体力を落とさないためにも食事は少量でもきちんと摂るように努めましょう。
○ 発生する頻度・時期
治療を受けた方の30％（重い症状は5％）
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投与直後から吐き気や食欲不振があらわれることがあります。およそ、1～２週間後には改善してくることが多いですが、症状がつらい場合には、吐き気止めの薬を使用します。

[image: image82.bmp]下痢・腹痛
○ 症状

排便の回数が増えたり、水様便(固形･泥状でない便)が出たりすることがあります。また、周期的な腹痛があったり、夜中に排便があることもあります。飲みはじめて数日以内に口内炎と  同時に下痢が起こった場合は、服用をやめてすみやかに医師に　相談してください。

○ 発生する頻度
[image: image83.png]


下痢の頻度　治療を受けた方の30％（重い症状は10％）
[image: image3.wmf]　口内炎
○ 症状

できもの、歯ぐきの腫脹（赤い腫れ）、ただれ、粘膜の切れ込みや盛り上がりによる痛み・出血などが出たりすることがあります。広い範囲に痛みのある場合や飲みはじめて数日以内に下痢と同時に起こった場合は、服用をやめてすみやかに医師に相談してください。
○ 発生する頻度
治療を受けた方の20％

[image: image84.wmf]色素沈着
○ 症状
皮膚や爪･指先などが黒くなったりします。

○ 発生する頻度
　治療を受けた方の20％
発疹
○ 症状
首すじや手、足、背中などの皮膚に発赤や発疹が出ます。
とくに、飲み始めて数曰以内に全身にかゆみをともなって    起こった場合や、手足に痛みをともなう腫れや発赤が起こった場合などはすみやかに担当の医師に相談  してください。
○ 発生する頻度
　治療を受けた方の10％

間質性肺炎

○ 症状
　痰を伴わないせき、息切れ、発熱など

○ 発生する頻度
　治療を受けた方の0.3％（300人に1人）

治療中や治療後に気になる症状やいつもと違う症状がある場合、

疑問な点がありましたら遠慮なくスタッフに相談してください。


おもな副作用には白血球減少、貧血、血小板減少、下痢、口内炎、

目的の効果以外に、望ましくない作用が現れることを副作用といいます。多くの薬と同じように、ユーエフティにおいても副作用が現れることがあります。
副作用には、症状として現れるものと、症状がなく自分ではわかりにくいもの（白血球減少、貧血、肝機能障害など）があります。ユーエフティを服用しているあいだは、からだの状態、症状を観察するとともに、定期的に血液検査を受けることを心がけてください。

あらかじめ予想される副作用を知り、対策をたてておけば予防することもできます。また、副作用が現れても早く適切に対処することにより、症状が重くなるのを防げます。

副作用の現れ方は人によりさまざまですが、早い段階での発見や、症状が出たときに落ち着いて対処するためにも、副作用を知っておくことは大切なことです。

肝機能障害
肝臓が薬の影響をうけて、正常に働かなくなることがあります。

こんな症状が現れたら

　いったん飲むのをやめてすぐに担当の医師に連絡しましょう！

　○肝機能障害が疑われる症状

　　・食欲がなくなり、体がだるい

· 発熱、はきけ

· 体がかゆい、発疹
· 皮膚や白目が黄色になる

· 黄褐色の尿（黄色の程度が濃くなる）

　日常生活で注意すること
　　普段から、皮膚や目の色が黄色くなったり、尿が黄褐色になっていないか、確認しましょう。

　　症状が現れず、検査をしないとわからないことがありますので、担当の医師の指示に従い、定期的に肝機能検査を受けましょう。

　　

　　肝機能障害がおきたとき･･･

　　　無理をせず、十分な睡眠や休養をとる

　食事の工夫
　　栄養バランスのよい食事を規則正しくとる
下痢
腸の粘膜が薬により傷害をうけ、下痢がおこることがあります。

症状

　腹痛、軟便、下痢（水様便）

こんな症状が現れたら

　いったん飲むのをやめてすぐに担当の医師に連絡しましょう！

　○飲みはじめて数日以内に、口内炎と同時に下痢が現れる

　○激しい下痢

　○下痢が長く続く

　○排便回数（1日4回以上）の増加

　○夜中の下痢

　日常生活で注意すること
　　普段の便通状態をチェックしておきましょう。

　　

　　下痢がおきたときには･･･

　　　食物繊維、脂肪分の多い食べ物、牛乳や乳製品をさける

　　　香辛料を多く使った食べ物、炭酸飲料などの刺激物をさける

　　脱水症状にならないために･･･

　　　水分をこまめにとる

　　　スポーツ飲料などで電解質を補給する

　食事の工夫
　　消化のよいもの（おかゆ、うどん）をとる

　　カリウムの多い食品（バナナ、果物ジュースなど）をとる

　　食事は何回にもわけて、少しずつとる

口内炎
口の粘膜が薬の影響をうけ、口内炎が現れることがあります。

症状

　頬の内側の粘膜・歯ぐきの赤い腫れ、ただれ、びらん、潰瘍（粘膜の切れ込みや盛り上がりによる痛み、出血）

こんな症状が現れたら

　いったん飲むのをやめてすぐに担当の医師に連絡しましょう！

　○飲みはじめて数日以内に、下痢と同時に口内炎が現れる

　○広い範囲に口内炎が現れ、痛みをともなう

　○口内炎が治りにくく、生活に支障をかんじる

　日常生活で注意すること
　　鏡を使って口の中の状態を観察しましょう。

　　

　　口内炎ができたとき･･･

　　　口の中を清潔に保つ

　　　口の中を乾燥させない

　　　こまめにぬるま湯やごくうすい塩水でうがいする

　　　食べ物は、熱い、辛い、すっぱいなどの刺激の強いものはさける

　　　たばこはひかえる

　食事の工夫
　　味つけは、できるだけ薄味にする

　　やわらかい料理（おかゆ、うどん、卵豆腐など）をとる

　　食材は小さく刻んで食べやすい大きさに

　　料理にとろみをつけたり、裏ごしをすると食べやすい

白血球減少
骨髄機能が障害され、白血球の数が少なくなることがあります。少なすぎると、体の抵抗力が弱くなり、かぜや肺炎などの感染症にかかりやすくなり、ときには、全身の感染症をひきおこすことがあります。

こんな症状が現れたら

　いったん飲むのをやめてすぐに担当の医師に連絡しましょう！

　○感染症が疑われる症状

　○38℃以上の発熱、さむけ

　○せき、のどの痛み

　○排尿時の痛み、血尿、頻尿、排尿後も尿が残る感じ

　日常生活で注意すること
　　感染を早くみつけるために、普段の体温がどのくらいかチェックしておきましょう。

　　白血球減少は、症状ではわかりにくいため、担当の医師の指示に従い、定期的に血液検査を受けましょう。

　　口や皮膚、尿路、肛門からの感染に注意しましょう。

　　

感染の予防には･･･

　　　外出のときは人ごみをさける

　　　手洗いをしっかり行う（食事前、トイレの前後、外出から帰ったとき）

　　　うがいをこまめに行う（外出から帰ったとき、食事の前）

　　　口の中を清潔に保つ（食後、寝る前の歯磨き）

　　　体を清潔に保つ（入浴、シャワー）
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あなたの健康・笑顔に「結」びつきますように・・・


そしてこの日記が、


あなたにとって役立つ情報となり、癒しの存在となることを願っています。





結（ゆい）日記





すずらん


花言葉：幸せが戻ってくる、訪れる





幸せを呼ぶふくろう





あなたの心の支え





このスペースは、（写真、絵、ことばなど）ご自由にお使い下さい。





あなたを支える治療チーム
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パスについて
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病院と連携医の両方でサポートしてもらえるのね。パスがあれば安心ね。
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がんについて
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手術後の痛みについて
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術後補助化学療法について
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※プラチナベース：シスプラチン、カルボプラチンなどの白金製剤を用いた併用療法





5年生存率とは？・・・診断から5年経過した後に生存している患者さんの割合を示したもの。がんの治療判定の目安として用いられています。
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カプセル





E顆粒





UFTの作用について





５-FU





① テガフール





がんを小さくする


症状を軽くする





分解物





② ウラシル


（分解を抑える）





テガフール ：体内で徐々に5-FUに変換され、


	がん細胞の増殖を抑えます。








② ウラシル ：	5-FUの分解を抑え、


	5-FUの濃度を高めます。





化学療法の副作用について
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日常生活の注意


感染症を防ぐためには、外出時は人混みをさける、外出から帰った時は手洗い・うがいをする、食事の前・トイレの後は手を洗う、歯をみがく時は口の中を傷つけないように優しくみがくなど、注意してください。


定期的に血液検査で状態をチェックしますので指示された検査を必ず受けてください。


38度以上の発熱、のどの痛み、排尿時の痛みなど感染症の兆候があらわれた時は早めに病院へ連絡してください。
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日常生活の注意


食欲のない時は脂っこいものや香りの強い物はさけ消化のよい物を食べるように工夫しましょう。また１回の食事は少なめにして、ゆっくりと食べましょう。吐き気がある時は、横になったり、深呼吸をしてみましょう。また、からだをしめつける衣服はさけるようにしましょう。吐き気がつらい場合は我慢せずに医師に相談してください。
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日常生活の注意


普段の便通の状態を把握しておくことが大切です。下痢のときは、消化の良い、規則正しい食事を心がけてください。食物繊維の多い食べ物や脂っこい物、香辛料を多く使った料理などは避けて　　　ください。腹部、下半身の保温を心がけてください。


★下痢が続くと栄養分や水分が不足して体調を大きく崩す原因と　なります。特に脱水症状を防ぐためにも、水分を多めに取って　　　　ください。
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日常生活の注意


直射曰光が当たるところにできやすいとの報告もありますので、曰差しが差し込む場所をさけ、外出時には帽子や衣類で直射曰光をさけるよう注意しましょう。
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日常生活の注意


チクチクするウールや化学繊維は皮膚を刺激します。症状がひどくならないように、刺激の少ない木綿の肌着を着用し、ウールのセーターなどが直接皮膚に接しないようにしましょう。
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日常生活の注意


息切れ、せき、発熱あるいはかぜ様症状が現れることがあります。かぜをひいたと自分で判断しないで、すみやかに担当の医師に相談してくださいせき、発熱、息切れ、呼吸困難等の症状が普段よりもより強く現れたらすみやかに担当の医師に相談してください。
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UFT（ユーエフティ）の副作用について
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いろいろあるのね。











いろいろあるのね。







先生とよく相談しないとね。
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